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ふたたびつみをおかさないように

宮崎・池田　侑大
　テレビをつけると、毎日のように、さつ人、しょう害、せっとうなどの、悲しいニュースが流れる。ニュースに出ない事けんもあるだろうから、いったい毎日どれくらいの事けんが起きているのだろうかと考えたことがある。

ぼくのすむ地いきでも事けんがおきた。どろぼうがでたとのことだった。急きょ、六時間目のじゅ業がなくなり、集団で家に帰ることになった。その日は、外でも遊べず、とても怖い思いをした。まさか、こんな近くで事けんがおきるとは、思っていなかった。ぼくは事けんなんて関係のないことだと思っていたけれど、こんかいのことで身近な問題だときづいた。

この作文を書こうと決めてから、家族で「悪いことをしてしまったら」ということについて、話し合ってみた。ぼくは小さい時から、お母さんに「人をきずつけたらだめ」、「人のものをぬすんだらだめ」、「自分をきずつけたらだめ」と、この三つは、何度も何度も言われ続けている。だからぼくは「悪いことなんてしない、人生が終わるから」と、言った。そしたらお母さんが、「もし悪いことをしてしまってもつみをつぐなえば、人生は終わらないよ。」と、教えてくれた。でもお母さんはこう言い続けた。「でも、悪いことをする前よりは、してしまった後の方が生きていくのは大変かもしれない。だからお母さんたちはその人に何をすればいいのかな」と、質問してきた。すると弟が「見張る」「見守る」と言った。「見張る」というのは「けいさつが見張る」というかんじがして、ちがう気がした。だったら「見守る」というのは周りの人たちが気にかけてくれるという思いがするのでピンとくる。色々話すうちに、「見守る」「応えんする」といった、やさしい人たちがいることを知った。
つみをつぐなって出てきてもお金がなかったらどうだろう。お腹がすいて、お店に売っているものをぬすんでしまうと思う。そうならないように、お仕事を探して見つけてくれる人がいるという。さみしい時は話やなやみを聞いてくれる人がいるという。そんなやさしい人の仕事を「保護司さん」と教えてもらった。給料はもらわずボランティアでしてくれていると聞いて、ぼくはびっくりした。ぼくには将来なりたい夢がある。もちろん人の役に立ちたいという気持ちもあるが、お金もちになって、ほしい物を買いたいという気持ちもある。そう思ってしまうぼくは悪いのだろうか。やさしい人間ではないのだろうか。するとお父さんが「お金をもらう、もらわないは関係なく、人のためにするということはとってもむずかしいこと」だと話してくれた。だれにでもできることではないとぼくは思った。だから、悪いことをしてしまった人は、こういったやさしい人が見守ってくれているということをわかってもらいたい。またつみをおかして、助けてくれた人をがっかりさせてもらいたくない。
　今のぼくにできることはあまりないけれど、「あの人は悪いことをした人だ」とさべつせず、心の中で「またつみをおかさないように」と応えんすることだと思う。

　少しずつのやさしさで、はんざいがなくなり、悲しむ人がいない安心してすごせるそんな明るい世界で、ぼくは生きていきたいと思う。
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